
 第 19 回 安佐南区回復期⽣活期連携推進の会

開催のお知らせ 開催日 平成 27 年 9 月 14 日（月） 

場 所 広島市⽴リハビリテーション病院 ２階 研修室 

時 間 午後７時〜 

内 容 テーマ： 「本人へのイライラ、介護技術が改善せず、 

1 年以上虐待が解消しない事例」 

発表者：⿊⽊勇治（東原・祇園東包括支援センター） 

情報交換会：グループワーク 
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【 今回のテーマについて 】 

回復期や医療機関の療法⼠・相談員の皆様が地域包括支援センターの⽅々と連携するのは、患者様の入退院

の時が多いのではないでしょうか。地域包括支援センターの役割にはケアマネジメントだけでなく、「被保険

者に対する虐待の防⽌及びその早期発⾒のための事業」も含まれています。今回は「１年以上虐待が解消しな

い事例」を紹介していただきます。「⽣活期ではこんなことも起こっている」ということを知るチャンスです。

因みに、広島市の虐待についての相談・通報の件数は以下の通りです。医療・福祉に関わる専門職として、ぜ

ひとも予防していきたいものです。 

 

 

お問い合わせ： 安佐南区回復期⽣活期連携推進の会 事務局 野坂寿子（ケアプランよりしま内） 

電話：962-1232 FAX：850-1028 メール：nosaka@yorishima.com 



 第 19 回 安佐南区回復期⽣活期連携推進の会 開催のご報告
平成 27 年 9 月 14 日（月）19：00 より 広島市⽴リハビリテーション病院 

■ 今回のテーマ 「 本⼈へのイライラ、介護技術が改善せず、１年以上虐待が解消しない事例 」 
 

今回のテーマは「高齢者に対する虐待」でした。東原・祇園東包括⽀援センターの⿊⽊様が事例を提供して下さ

り、野中式での事例検討がなされました。皆様ご感想いかがだったでしょうか？目下虐待防止で動いている方から

も、普段はなかなか接することのな

い分野で働く方からも、改めて患

者・利⽤者・家族との関係づくりや

普段の治療、サービスの在り方につ

いて考えさせられたとのお声を多く

聞きました。高齢者の虐待を防ぐこ

とはもちろん、患者様・利⽤者様の

生活を⽀えるために、今後も多職種

での連携を強化していきましょう。 
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事例を提供してくださった⿊⽊様、ファシリテーターの三原様、⻘⽊様、本当にありがとうございました。広島

市⽴リハビリテーション病院のスタッフの皆様、会場の提供や機材の準備などご協⼒ありがとうございました。今

後とも引き続き連携のほどよろしくお願い申し上げます。 

 平成 27 年 10 月 7 日 

安佐南区回復期生活期連携推進の会 事務局 野坂 

発表者：⿊⽊勇治（東原・祇園東包括⽀援センター） 

「⾃分も虐待対応する⽴場なので、 

考え方やアセスメントなど勉強になりました」 

「はじめて会に参加させて頂き、⾃身の⽀援に重

ねて話を聞くことが出来ました」 

「虐待のケースは数件しか身近には起こっていない状況でこんなに考えること

はありませんでした。（中略）⾃分にも出来る事があるか？起こる前に何ができ

るか？考えていきたいと思います。」 

「病院に勤めていて虐待ということについてあまり知らなかったので、色々なこ

とを知る機会になり良かったです。病院に働くスタッフとしても CM さんや地域

包括の方と協⼒してできることもあるのではないかと思いました」 

「虐待ケースだけではなく、普段の関わりの中で本⼈だけでなく家族・事業所と

の関係作りを⼤切にしていきたいと思いました」 

凄く難しい事例で、⾃分がその⽴場だったら、と考えてしまいました。回復期

に勤めていたころは在宅生活の入り口部分しか携わっていなかったのかなと思

う反面、生活期で働かせていただいている今の環境を生かしてその方、その家

族が少しでもストレスなく生活を過ごせるよう関わっていきたいと改めて感じ

ました。さりげない⾔葉にも⽿を傾けていけたらと思います」 


